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平成16年度の事業概要
（１）発掘調査等（県教委主体）
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根木原 鹿屋市 国土交通省
国道220号

古江バイパス
建設

本 7.300
04.05.09

～05.03.25
宗岡
日高勝

古墳
中世～近世

竪穴住居跡
溝状遺構

土坑

成川式
磨製石鐡
青磁

根木原Ｂ 鹿屋市 国士交通省
国道220号

古江バイパス
建設

本 3.000 ０４．０１．１１
～０５．０３．２５

高岡
吉井
佐藤

縄文
古墳

溝状遺構
ピット

晩期土器
石鎌
磨石

中ノ原ほか 鹿屋市 国土交通省
国道220号

鹿屋バイパス
建設

本 6.400 ０４．０７．１２
～12.24

高岡
吉井
佐藤

縄文
弥生
古墳
近世

竪穴住居跡
集石

式
式
式

曽
来
栫

納
市
平

中之迫 大隅町 日本道路公団
県土木部

東九州
自動車道
建設

確
本 1５．９５０

０４．０５．０６
～07.28

鶴田
岩澤

縄文(早期）
縄文(晩期）
時期不明

土坑２基 土器片
石鍼

菅牟田 大隅町 日本道路公団
県土木部

東九
自動車道
建設

確 1５４
0４．０５．１７
～05.21

鶴田
岩澤

- - ■■■■■■■

定段 大隅町 日本道路公団
県士木部

東九州
自動車道
建設

確 364 04.08.03
～1０．２８

鶴田
岩澤

縄文(早期）
縄文(中期）

竪穴住居跡
土坑・集石

平栫式
吉田式
前平式

唐尾 末吉町 日本道路公団
県土木部

東九
自動車道
建設

確 4.025
０４．１１．０１

～0５．０３．１８
鶴田
岩澤

縄文(早期）
縄文(晩期）
古代～近世

竪穴遺構3基
焼土跡3基

塞ノ神式
石鎌・深鉢

宮ノ上

堂園

古殿諏訪
陣跡

川辺町

川辺町

川辺町

県道路建設課

県道路建設課

県道路建設課

川辺道路
建設

川辺道路
建設

川辺道路
建設

本

本

本

2.000

9.600

900

04.05.06
～05.03.25

04.05.06
～05.03.25

０４．０５．０６
～05.03.25

日高(正）
森

旧石器
縄文

弥生・古墳
古代・中世

縄文
弥生

古墳・古代

中世

ブロック１４基
基
基
１

３

石
群

集
礫

土坑墓43基
古道２条

竪穴住居１基
硬 化 面 1
焼土１
土坑１基

ナイフ形石器
中津式
指宿式
晩期土器
磨製石斧
打製石斧
土師器

青磁・陶器

蕨野Ｂ 松山町 県道路建設課 飯野松山都城線
改良 本 1２．０００ 04.05.06

～0５．０１．２８
湯之前
山崎

旧石器
縄文(早期）
縄文(後期）

弥生

礫群７基
集石３３基
土坑１基

ナイフ形石器
三稜尖頭器
前平式

上水流

芝原

渡畑

金峰町

金峰町

金峰町

県河川課

県河川課

県河川課

中小河川
(万之瀬川）

改修

中小河川
(万之瀬川）

改修

中小河川
(万之瀬川）

改修

本

本

本

４．０００

220

1．８００

０４．０５．１４
～05.03.25

04.05.14
～0７．１６

04.05.14
～０５．０３．２５

抜水
冨山
黒川
上床

縄文(前期）
縄文(中期）
縄文(後期）
縄文(晩期）
弥生・古墳

古代
中世・近世

縄文(中期）
縄文(後期）

縄文(後期）
縄文(晩期）

古墳
中～近世

集石３２基
焼土域

竪穴住居跡
4基

集石２基
ピット

竪穴住居跡3基
土坑2基・ピット

曽畑式
条痕文土器
深浦式

阿高式
南福寺式
指宿式

式
式
式

宿
佐
川

指
入
黒

加治屋 加世田市 県都市計画課 加世田停車場線
街路 本 350 ０４．０５．０６

～05.25
池畑
横手
岩屋

縄文(早期）
縄文(後期）
縄文(晩期）

古墳
古代
中世

基
基
１

３

坑
石

土
集

桑ノ丸式
押型文士器
塞ノ神Ａ式

佐原 薩摩川内市 県道路維持課 湯之元佐目野線
改良 確 (1.108） 0４．０５．１１ 寺原

川口
-

春日町 鹿児島市 県警察本部 交番建設 確 １００
0４．０５．１８
～0５．１９

堂込
中村(耕）

縄文
(早期～中期）

■■■■■■■ 土器片

小中原 金峰町 県道路建設課 国道270号線
改良 本 700 04.06.01

～06.25
中村(耕）
松下

旧石器～
中世 集石１基

石斧
前平式

青磁・白磁

十三塚 串良町 県道路建設課 鹿屋串良
インター建設 確 (10.782） 0４．１１．０８

～1２．２２
元
口
ｌ

ｌ

ｌ

-

ｊ

ｊ

弥生
古墳

-

堂原 輝北町 県道路建設課 国道504号線
改良 確 7.300

0４．０１．０５
～０１．２６

廣
川口

旧石器
縄文(早期）

中世
波板状遺構

ブレーク
磨石・石皿



（ ２ ） 整 理 作 業 等 （ 県 教 委 主 体 ）
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山ノ中 鹿児島市 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 東
(西園）

縄文
古墳
古代

竪穴住居跡
土坑

指宿式
中原式

仁田尾 鹿児島市 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設
宮田
國師
相美

旧石器
縄文

古墳～古代

礫群
落し穴

ブロック

ナイフ
尖頭器
台形石器

前原 鹿児島市 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設
牛ノ濱
吉岡
内村

旧石器
縄文

礫群
竪穴住居跡

台形石器
三稜尖頭器
細石刃

山下堀頭 鹿児島市 国士交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 西園
(東）

縄文
弥生
古代

竪穴住居跡
周溝墓

曽畑式
鉄剣・石雛

永迫平 伊集院町 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 繁昌
甲斐

旧石器
縄文

古代～近世

礫群
竪穴住居跡

集石

剥片尖頭器
ナイフ
台形石器

柳原 伊集院町 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 最上
(繁昌）

古代～中世
中世～近世

土坑・焼土
ピット

須恵器
土師器
鉄製品

大田城 伊集院町 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 星野
(牛ノ濱）

旧石器
縄文

集石
土坑

三稜尖頭器
岩本式
前平式

堂平窯跡 東市来町 国士交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 関 近世 窯・柱穴
粘土溜り

陶器・瓦
窯道具

安茶ヶ原 市来町 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 石丸
(繁昌）

縄文
古墳

古代～中世

黒曜石集積
掘立柱
建物跡

前平式
吉田式
押型文

栫城跡 串木野市 国土交通省 南九州西回り自動車道鹿児島道路建設 平
(石丸）

縄文
古墳

古代～中世
近世

落し穴
竪穴遺構
井戸

石坂式
前平式
押型文

大坪 出水市
独立行政法人

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
九州新幹線建設局

九州新幹線鹿児島ルート建設 (東．
野間口）

縄文(後期末～
晩期）
古墳

古代前半
古代末～
中世初頭

埋設土器
ドングリピット

凹地

上加世田式
入佐式
黒川式

大島 薩摩川内市
独立行政法人

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
九州新幹線建設局

九州新幹線鹿児島ルート建設 (宮田．
平木場）

縄文(晩期）
弥生
古墳
古代
中世
近世

住居跡
溝状遺構
土坑墓

黒川式
石錐
石斧

京田 薩摩川内市
独立行政法人

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
九州新幹線建設局

九州新幹線鹿児島ルート建設 (川口。
山元）

縄文(晩期）
弥生
古代

自然流路
ウケ状遺構

水田

入佐式
黒髪式
木製品,木簡

耳取 財部町 日本道路公団 東九州自動車道建設 大保
真鍋

旧石器
(後期）
縄文
古代

礫群
集石

配石遺構

ナイフ形石器
台形石器
細石器

桐木 末吉町 日本道路公団 東九州自動車道建設
長野

八木澤
鮫島

旧石器
(後期）
縄文
古墳
古代

礫群
集石

落し穴状遺構

ナイフ形石器
台形石器
細石器

桐木Ｂ 末吉町 日本道路公団 東九州自動車道建設
松尾
岩戸
馬寵
山元

旧石器
(後期）
縄文
古墳
古代

礫群
集石

落し穴状遺構

ナイフ形石器
三稜尖頭器
細石器

城ヶ尾 財部町 日本道路公団 東九州自動車道建設 野間口
元田

縄文
古代

集石・土坑
落し穴

石雛・石皿
磨石

瀬戸頭Ａ

瀬戸頭Ｂ

瀬戸頭ｃ

仁田尾

仁田尾中Ａ

仁田尾中Ｂ

伊集院町

伊集院町

伊集院町

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

県道路建設課

県道路建設課

県道路建設課

県道路建設課

県道路建設課

県道路建設課

小山田谷山線改良

小山田谷山線改良

小山田谷山線改良

小山田谷山線改良

小山田谷山線改良

小山田谷山線改良

長崎
堂込
桑波田

旧石器
縄文

弥生・古墳
古代・中世

旧石器
縄文

旧石器
縄文
旧石器
縄文
近世
旧石器
縄文

古代・中世
近世
旧石器
縄文
古墳
古代
近世

ブロック７基
礫群１基

ブロック１９基
礫群１基

ブロック２基
礫群１基
ブロック
石囲い炉
礫群

ブロック・礫群
集石遺構

石核埋納
土坑

土坑・ブロック

台形石器
ナイフ形石器
スクレイパー

台形石器
ナイフ形石器
三稜尖頭器
台形石器

ナイフ形石器
三稜尖頭器
ナイフ形石器
台形石器
剥片尖頭器

小形ナイフ形石器
三稜尖頭器
細石核

台形石器
ナイフ形石器
剥片尖陶器

南田代 川 辺 町 県河川課 中小河川(万之瀬川)改修 彌榮
平木場

縄文
古墳

集石３５基
基
基
２

２
石
納

集
埋

石
斧

磨
石

前平式・平栫式
塞ノ神式

古市 川辺町 県河川課 中小河川(万之瀬川)改修 福永
石原田

弥生
古墳
中世

竪穴住居跡
２軒

竪穴住居跡
３軒

高橋式・黒髪式
山ノロ式
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｜ロ石器
縄文(早期）

縄文
(前期～後側l）
！'！・近''1身

集石遺構６堆
集械遺柵ｌ坐

剥片
料本式・iiiI平式

繩見ノ上 吹ｌ竜町 県腱政部腱|)||センター 県賎業開発総合センター述設

三反牟' '１１吹上' ' '１．’リ,り災政部膿開センター｜ﾘＭ坐業開発総合センタ一巡I没 繩 文 ( 後 期 ） ’ 打 器 製 作 跡 ｜ 石 鰄

旧石器
縄文(単創期）
縄文(早期）
縄文(晩期）

弥生
古墳
中世

集石
石雛製作跡
石槍埋納遺構

剥ハー
隆帯文士器

石雛
ﾙ中原 吹上|'ロ 県農政部農開センター 県農業開発総合センター建設

立神
岩屋

中村(耕）
廣

松下
川元

馬 廻 ｜ 吹 上 町 ｜ 県 農 政 部 農 開 セ ン タ ー ｜ 県 農 業 開 発 総 合 セ ン タ ー 建 設 縄 文 ( 早 期 ） Ｉ ｜ 石 坂 式 ・ 桑 ノ 丸 式
縄文(早期）

中世
縄文早期上器3点
※確認調査

西原 吹｣二町 県農政部農開センター 県農業開発総合センター建設

縄文
(前期～早期）
縄文(晩期）

古墳
中世

掘立柱建物別
１２棟

溝状遺構
４条

石坂式
右京西タイプ

識式
古里 県農政部農開センタ 県農業開発総合センター建設吹上町

１日石器
縄文(早期）

縄文
(前期～晩期）

弥生
古墳～古代
中．近世

土坑１基
ブロック1雄

土坑ｌＡＬ

三稜尖頭器
児頭器・糸''１石刃吹上町 県農政部農開センター 県農業開発総合センター建設建石ヶ原

縄文(蝋術lljﾘl）
純文(時ﾘﾛl）
純文(前期）

住居跡２韮
土坑１０韮
礫群４雑

藤崎
I'1村(和） 隆排文土器

l1ij平式・岩本式三角''’１ !|｜稲子'''1． ﾘ｢L港湾,裸 新種子品空港建設

縄文(草創期）
縄文(早期）
縄文(前期）

古墳

落し穴１基
集石２基
竪穴住居跡

１９基

前平式・打坂式
下剥峯式国道270号線改良金峰町 県道路建設課白糸原 寺j宗

集石８基
土坑３基
竪穴住居跡

２２基

縄文
古墳
中世

吉田式・石坂式
下剥峯式中尾 県道路建設課 県道折生野神野～吾平線改良吾平町 三垣

弥生
古墳
古代
中世
近世

竪穴住居跡１軒
竪穴住居跡

１軒
土坑３基

弥41:十器
磨製石鐡

砥石
新富l工区・宮前通線改良博労町 県都市計画課高山町 池畑

縄文(早期）
縄文(後期）
縄文(晩期）

古墳
古代
中世

基
基
基

１

３

１

坑
石
坑

土
集
士

池畑
横手

桑ノ丸式・押型文
塞ノ神Ａ式加世田停車場線街路加世田市加治屋 県都市計画課

｜日石器
縄文(早期）
縄文(晩期）

弥生
古墳
近世

集石1基
土坑１基
竪穴住居跡

３棟

フレイク
吉田式・石坂式

黒石串良線改良県道路維持課大崎町子塚Ａ 池畑

繩文(早期）
縄文(前期）
縄文(中期）

古代
中1仕
近世

集不「２無
淋状辿描2条
掘立柱建物跡

２棟

手ＩｉｌⅡ11式・鋸ノネ'|’
式・繩式紫尾田牧園線改良栫 椣川町 ﾘ『L道路維持課 池畑

集石６韮
ブロック３坐
土坑２基

湯之前
山崎

石坂式・下剥峯式
桑ノ丸式国道269号西原バイパス建設鹿屋市 県道路維持課野里小西 縄文(早期）

（ ３ ） 市 町 村 支 援 （ 発 掘 調 査 等 ）
遺跡名̅１所在地Ｉ事業主体Ｉ事業内容Ｉ挿類｜調査面積 (㎡ ) I _調査期間Ｉ言一担当者 . l l 主な時代…Ｉゞ “義な避構 主薮遺物

農村振興総合
整備

０４-０４．１２
～０５．２８

集石
上坑(古墳）

押型文土器
石斧・石鑑

縄 文
古 墳県農地整怖課 本 横手(300）柴引Ａ 高尾野町

|Iノロ式
石 庖 丁
成 川 式

県道折生野神野吾
平線改良

川 元
川 口

弥生
古墳

竪穴住居跡
掘立柱建物跡

１

９

１

０
５
９

０

０
●）“（県道路建設課 本中尾 吾平町

０４-０５．１１
～０７-２３

掘立柱建物跡
土坑墓・炉跡

青磁・白磁
須 恵 器畑総(担い手） 横手県農地整備課 本山田半出Ｂ 喜 界 町 3．６００ 中世

０４．０８．０２
～０９．１０

細石核・細石刃
千、､ノー７つ御仮屋跡 鹿児島市 個人 土地地下け 本 堂 込 旧石器

０４．０７．２０
～1２．１０

縄 文
近 世

基
群
、邑勺トー

坑
ツ

レーピ
船 元 式

青磁・白磁
中山間総合整備 寺原本宇都| ’ 牧園町 県農地整備課

０４-０８．０９
～０８-２７(300）道路改良 確前'11マシ他 喜界ⅢＩ 町士木課 I|｜口

礎石建物跡２
石列２・上里

滋
器
１

５

青
商・士

付・染
銭古

０４．０８．１６
～1０．１５自然公園整怖 確 中lli二・近''１東市来町 三 垣観丸城助 束市来町

弥 生
古墳

山ノロ式
成 川 式

０４．０８-１６
～０８．２３県農地整備課 県営ほ場轆傭 雌 (72） 池 畑ｿ可ノ丸 串 良 町

-７２-



（ ３ ） 市 町 村 支 援 （ 発 掘 調 査 等 ）

（ ４ ） 市 町 村 支 援 （ 整 理 作 業 等 ）
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竪穴住居跡4軒

豊謹難警蛾懲罰 熱鍛鐸惣韓騨縛露駕撫§

宇宿上層式
仲原式・石斧

尾付野山 さつま町 県道路建設課 薩摩道路建設 確 (10,500）
０４．０８．２４
～１０．０８ 横手

縄文
古墳

旧石器
土坑

成ﾉll式
縄文早期・後期

土器
細石刃核

吉利古城 日吉町 県農地整備課 半島基幹農道網
整備 本 １．４００

０４．０９．２９
～１２．０６ 三 垣

縄文
古墳
古代
中世

早期土器
磨石・黒川式

大畠 野 田 町 県農地整備課 基盤事業 本 8５６ ０４．１０．０１
～１２．０９

川口
横手

縄文
古代
中世

柱穴多数
溝状遺構

押型文土器
後～晩期の土器片．

土師器
大根田 田代町 県道路建設課 国道448号線

改良
確本 3００ ０４．１０．１２

～１０．２７ 寺原 縄文 竪穴住居跡１基 黒色研磨土器

立神 長島町 県農地整備課 ほ場整備 本 1２０
０４．１０．１２
～１０．２６ 中村(耕） 古墳 箱式石棺5基 -

名主原 吾 平 町 県道路建設課 県道鹿屋吾平
佐多線改良 本 3．７２０ ０４．１０．２６

～０５．０３．０５ 寺原 古墳
花弁型住居跡
竪穴住居跡
23基以上

成川式・鉄剣
直刀・刀子

穎娃城跡 頴娃町 穎娃町 保存目的
(国庫補助） 確 2００ ０４．１１．１５

～１２．２２ 寺原 中世 竪穴建物跡1基
溝状遺構1基 青磁・白磁

関白陣跡他 大口市 大口市 保存目的
(国庫補助） 確 ０４．０１ 新束 中 世

近 世 土坑等 陶磁器類

大ウフ他 喜界町 県農地整備課 畑総(担い手） 確 430
０４．０２．１０
～０３．０２ 川口 中世 溝状遺構

ピット・土坑墓
カムイヤキ・滑石

青磁・白磁
目手久 伊仙町 県農地整備課 畑地帯総合整備 確 5０

０４．０３．０７
～０３．３１ 川口 中世

近世 水田跡？ カムイヤキ・青磁
白磁・滑石製石鍋
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田元
新
吉 輝 北 町 県農地整備課 県営ほ場整備 横 手

縄 文
古 代
中 世
近 世

集石・土坑
掘立柱建物跡

塞ノ神式・轟式
刻目凸帯文土器

牧 他 有明町 緑資源公団 農用地総合整備 横 手

縄 文
弥 生
古 墳
中 世
近 世

集 石
竪穴住居跡

土 坑
前平式・石坂式

桑ノ丸式 ’
下 堀 他 大崎町 緑資源公団 農用地総合整備 川口

堂 込

縄 文
弥 生
古 墳
中 世

集石
円形大型竪穴住

居跡
塞ノ神式･山ノロ式

スクレイノく-

益 畑 他 串良町 緑資源公団 農用地総合整備 三 垣
縄 文
古 墳

中世～近世

竪穴住居跡2基
連穴土坑16基
集石８６基

前平式･吉田式
石坂式・下剥峯式

中町馬場 里 村 里 村 下水道整備 川口
横 手

縄 文
弥 生
古 墳

中世～近世

埋葬跡２基
貝溜り l か所
埋葬跡３基

磨消縄文土器
市来式・黒川式

中津式 ’
北山 菱刈町 県農地整備課 ＫＡＭ伊佐地区 寺 原 縄 文～ 中 世 q■■■■■■■■■

市来式・弥生土器・
成川式・土師器 ’

大峰 菱刈町 県農地整備課 ＫＡＭ伊佐地区 寺 原 古代 - 土師器・須恵器 ’
前原和田 福 山 町 県道路建設課 県道大 j I l 原

小村線改良 寺 原 縄 文
～古墳 礫群 総凹累撫琴’

横峯Ｃ 南種子町 県農地整備課 過疎基幹農道 堂 込 旧石器 礫群 剥 片 ’
柊原貝塚 垂水市 市教委 保存目的

(国庫補助） 新東 縄文(後期）
～(晩期）

貝塚・住居跡
墓等 土器・石器等

高 山 城 跡
周 辺 高 山 町 高山町 保存目的

(国庫補助） 堂 込 中 世
掘立柱建物跡

３軒
竪穴建物跡

１基

１５～１６Ｃの
陶磁器類
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7７ 博労町遺跡 8４ 二子塚遺跡
7８ 栫遣跡 8５ 瀬戸頭Ａ遺跡･瀬戸頭B遺跡･瀬戸頭C遺跡
7９ 大坪遺跡 8６ 白糸原遺跡
8０ 大島遺跡 8７ 中尾遺跡
8１ 京田遺跡 8８ 南田代遺跡
8２ 加治屋遺跡 8９ 古市遺跡
8３ 窪見ノ上遺跡・三反牟田遺跡・小中原遺跡・馬廻遺跡・西

原遺跡・古里遺跡・建石ヶ原遺跡 9０ 財部城ヶ尾遺跡



（ ５ ） 刊 行 物 等

（６）縄文ネットうえのはら事業(No.1は委託事業）

（７）上野原遺跡出士品修復事業

（８）埋蔵文化財専門職員養成講座
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9１ 桐木耳取遣跡 9４ 柳原遺跡
9２ 山下堀頭遺跡 9５ 大田城跡
9３ 永迫平遺跡
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九州新幹線開業記念特別企画展
｢レールの下の物語」

企画展
｢命と祈りの考古学」

企画展
｢発掘された鹿児島の文様」

速報展
｢新発見１かごしまの遺跡2005」

４月２４日
～

７月１１日

７月１７日
～

１０月１７日

１０月２３日
～

１月３０日
２月５日

～

３月３１日

一般県民

一般県民

一般県民

一般県民

九州新幹線の開業を記念し，関係する遺跡の成果を紹介する。
講演会：川口雅之参加者：５８名

発掘された墓や祭祀に関する資料を取り上げ，鹿児島に生きた先人
たちの心にせまる
講演会：中村耕治参加者：６０名

旧石器時代から現代まで，鹿児島の人々が表現した文様に焦点を当
て．その変遷を紹介する。
講演会：東和幸参加者：５０名

平成16年度における埋蔵文化財センターの活動記録を紹介する
講演会：大保秀樹参加者：103名
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２ 研究紀要・年報
『縄文の森から」第３号

Ａ４版縦長
･研究ノー
ト４本

･資料紹介
１本

資料集成
２本

･年報所収
総数92ぺ-

ジ

《研究ノート》
土 器 胎 土 の 鉱 物 を 求 め て - 土 器 制 作 推 定 地 の た め の 基 礎 研 究 - 第 三 調 査 係
指 宿 式 土 器 の 色 調 か ら 見 た 交 流 の 断 片 黒 川 忠 広
成 川 群 集 墓 の 全 体 像 繁 昌 正 幸
鹿児島県における中世墓研究の現状と課題一発掘された墓を中心として-上床真
《資料紹介》

脇 本 窯 跡 ・ 大 曲 窯 跡 出 土 資 料 関 明 恵
《資料集成》

鹿児島県出土土師器の法量データベース 第一調査係
鹿 児 島 県 内 の 考 古 学 的 調 査 に お け る 年 代 測 定 資 料 集 成 南 の 縄 文 調 査 室
《平成15年度埋蔵文化財センター年報》
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｡秘められた鏡のカー芝原遺跡出土小形佑製鏡と破鏡一
･遺跡紹介・本年度の発掘整理報告書計画
･シリーズセンターのしごと／むかしむかしの衣食住
･プレイバック特別企画展・古代にふれる夏一ジョイJOY縄文体験一
･展示紹介「埋文アートギャラリー」
･埋文センター活用法・公立埋文センター連絡協議会実施報告
･埋文センターでの職場体験学習・夏の研修特集
･遺跡紹介
･シリーズセンターのしごと／むかしむかしの衣食住
｡ただ今開催中の特別企画展・上野原縄文の森秋まつり
･展示紹介「埋文アートギヤラリー」
･最新の年代測定方法について学ぶ-技術研修講座を実施一
鋤すすむ大隅への道・遺跡現地説明会を３遺跡で実施
･シリーズセンターのしごと／むかしむかしの衣食住
･2004年度版発掘調査・報告書作成遺跡マップ
。ただ今開催中の特別企画展
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初級講座 平成16年度
新任教職員等

８月19日

８月20日

県立埋蔵文化財センター
上野原縄文の森

蕨野B遺跡

｢南九州の縄文文化について」前迫亮一
｢上野原遺跡の活用について」上野原縄文の森冨田逸郎
埋蔵文化財センターの施設見学
生活体験（土器拓本及び縄文の森）
｢蕨野B遺跡出土遺物について」湯之前尚
遺跡見学･発掘体験
体験学習（火起こし．勾玉作り）・質疑応答
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（８）埋蔵文化財専門職員養成講座

( 9 ) 現地説明会

(10）利用状況
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月別ホームページアクセス状況
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中級講座
フォローアップ研修

長期研修
講座修了生

７月28日～７月30日 県立埋蔵文化財センター
土器実測・実測委託の注意点
石器実測・実測委託の注意点
遺構の写真撮影・報告書のレイアウト方法

２４名

中級講座
パワーアップ研修

教職員
(10年経験者） ８月４日～８月６日 県立埋蔵文化財センター

上野原縄文の森

｢教育委員会におけるセンターの役割」
｢パソコンのむこうに遺跡が見える」ほか
｢センターから学校へ還元できること」

施設見学

課題研修
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上級講座
技術研修講座

市町村教育委
員会の埋蔵文
化財担当職員

１月27日～１月28日 県立埋蔵文化財センター

｢鹿児島県における年代測定データ集成」前迫亮一
｢埋蔵文化財センターにおける分析」永濱功治
講義「14C年代測定と考古学」国立歴史民俗博物館今村峯雄
｢士器編年について」中村和美
｢市町村合併に伴う文化財保護体制の課題｣薩摩川内市教育委員会中島哲郎
｢公立埋蔵文化財センター連絡協議会研修会参加報告」長野眞一
｢現地説明会の実践一根木原遺跡一」宗岡克英
｢こども学芸員活動について」知覧町教育委員会坂元恒太
｢『シンポジウム‘肝付，研究の新たな可能性を求めて』について」
高山町教育委員会新福深
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原始生活体験 ,資料の配布 1７８ ’
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